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茨
木
市
立
文
化
財
資
料
館 

（
東
奈
良
の
環
壕
集
落
跡
に 

 
 
 

昭
和
59
年
３
月
開
館
）。 

 

東
奈
良
の
環
壕
集
落
遺
跡
は

弥
生
時
代
の
遺
跡
と
し
て
全
国

的
に
有
名
で
す
。 

 

こ
の
あ
た
り
は
、
弥
生
時
代

に
既
に
、
高
度
な
文
化
が
栄
え

て
い
た
よ
う
で
す
。
特
に
昭
和

48
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
出

土
し
た
銅
鐸
・
銅
戈
・
勾
玉
な

ど
の
鋳
型
類
は
、
そ
の
年
の
文

化
財
に
関
す
る
十
大
ニ
ュ
ー
ス

の
ひ
と
つ
に
な
り
ま
し
た
。 

 

館
内
は
中
央
に
茨
木
市
全
体

の
地
形
模
型
に
史
跡
・
遺
跡
の

有
る
場
所
を
電
光
で
示
し
て
い

ま
す
。
館
長
か
ら
時
代
順
に
そ

の
背
景
・
遺
跡
と
の
関
連
の
説

明
を
受
け
、
茨
木
を
理
解
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

又
、
陳
列
棚
は
、
時
代
順
に
提

示
さ
れ
、
展
示
品
を
見
な
が
ら

説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

先
人
た
ち
が
残
し
た
貴
重
な

文
化
財
で
あ
る
銅
鐸
の
鋳
型
、

土
器
、
市
内
古
墳
の
模
型
、
古

文
書
、
火
縄
銃
、
民
俗
資
料
七

百
点
の
ほ
か
、
戦
時
中
の
資
料

を
郷
土
茨
木
の
歴
史
に
沿
っ
て

展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

写
真
の
銅
鐸
鋳
型
は
、
凝
灰

質
砂
岩
と
い
う
石
に
文
様
を
彫

り
込
ん
だ
、
第1

号
流
水
文
銅

鐸
鋳
型
で
、
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

別
の
銅
鐸
鋳
型
や
、
精
錬
炉
に

風
を
送
る
吹
子
口
が
出
土
し
展

示
も
し
て
い
ま
す
。 

 

銅
鐸
鋳
型
出
土
地 

 
 
 

（ 

東 

奈 

良 

遺 

跡 

） 

奈
良
と
言
っ
て
も
茨
木
市

の
南
部
の
地
名
で
す
。
弥
生
時

代
の
遺
跡
と
し
て
全
国
的
に
有

名
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
銅
鐸

に
あ
り
ま
す
。 

銅
鐸
は
、
古
代
の
重
要
な
研

究
対
象
で
す
が
、
東
奈
良
遺
跡

で
、
昭
和
４８
年
頃
銅
鐸
の
鋳
型

が
出
土
し
ま
し
た
。 

原
田
神
社
銅
鐸
（
豊
中
）
と

我
拝
師
山
銅
鐸
（
香
川
県
）
が

同
じ
銅
鐸
の
鋳
型
か
ら
鋳
込

ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

そ
し
て
、
こ
の
鋳
型
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
銅
鐸
が
、
大
阪
府

豊
中
市
桜
塚
や
、
香
川
県
善
通

寺
市
我
拝
師
山
か
ら
出
土
し

て
、
ど
う
も
こ
の
あ
た
り
は
青

銅
器
や
ガ
ラ
ス
製
品
の
鋳
造

技
術
集
団
が
い
た
ら
し
い
と

言
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
遺

物
は
、
壺
・
甕
・
高
坏
・
鉢
な

ど
の
土
器
類
、
石
斧
・
石
包

丁
・
石
鏃
・
石
錐
な
ど
の
石
器

類
、
鋤
・
鍬
・
杵
・
臼
な
ど
の

木
器
類
、
又
食
用
に
し
た
と
考

え
ら
れ
る
貝
や
鹿
・
猪
な
ど
の

骨
な
ど
当
時
の
生
活
必
需
品

は
す
べ
て
出
土
し
て
い
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

遺
構
は
弥
生
時
代
か
ら
古

墳
前
期
と
思
わ
れ
、
遺
構
の
回

り
に
は
多
く
の
古
墳
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
二
重
の
環
濠

の
内
部
に
多
数
の
住
居
や
高

床
式
倉
庫
な
ど
大
型
建
物
が

あ
り
、
外
部
に
は
広
大
な
墓
域

も
あ
っ
た 

   

こ
の
集
落
が
奈
良
県
の
唐

古
・
鍵
遺
跡
と
並
ぶ
日
本
最
大

級
の
銅
鐸
工
場
、
銅
製
品
工
場

で
あ
り
、
弥
生
時
代
の
日
本
の

数
多
く
の
遺
跡
の
中
で
も
、
銅

鐸
を
各
地
に
配
布
で
き
る
よ

う
な
政
治
的
、
地
理
的
に
も
重

要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ

と
が
伺
え
る
。 

 

太 

田 

廃 

寺 

 

太
田
廃
寺
は
東
太
田
に
あ
り
、

塔
婆
心
礎(

五
重
・
三
重
塔
の

中
心
柱
を
支
え
る
石)

、
心
礎

の
中
心
の
長
方
形
の
舎
利
孔

よ
り
舎
利
容
器
一
具
が
発
見

さ
れ
た
。
舎
利
容
器
と
は,

舎

利(

仏
の
骨
あ
る
い
は
そ
れ
に

代
わ
る
宝
石
類)

を
納
め
る
容

器
を
い

い
、
日
本

に
お
い

て
こ
の

一
具
が

現
存
す

る
の
は

他
に
二

例
し
か
な
い
貴
重
な
も
の
で

あ
る
。(

東
京
国
立
博
物
館
蔵) 

こ
れ
ら
の
点
か
ら,

太
田
廃
寺

は
７
世
紀
後
半(

法
隆
寺
再
建

頃)

に
創
建
さ
れ
た
立
派
な
伽

藍
を
も
つ
寺
で
あ
っ
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
る
。 

 
 

桜 

通 

り 

 

「
大
阪
み
ど
り
の
百
選
」
に
も

選
ば
れ
た
元
茨
木
川
緑
地
で
す
。

茨
木
川
緑
地
は
、昭
和
24
年
に

廃
川
と
な
っ
た
、
全
長
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
元
茨
木
川
を
グ

リ
ー
ン
ベ
ル
ト
と
し
て
整
備

さ
れ
た
緑
地
公
園
で
す
。
桜
を

主
に
ク
ス
ノ
キ
、
カ
シ
、
ハ
ナ

ミ
ズ
キ
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
等
約40

種
、
松
を
配
し
た
白
砂
青
松
コ

ー
ナ
ー
、
梅
園
、
花
壇
、
オ
リ

ー
ブ
の
森
等
変
化
に
富
む
景

観
は
四
季
折
々
の
姿
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

 

毎
年
春
に
は
約
１
，
５
０
０

本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
美
し

く
咲
き
誇
り
ま
す
。 

 

桜
通
り
で
昼
食
、
そ
の
後
桜

通
り
～
川
端
通
り
を
阪
急
茨

木
市
駅
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。 

こ
の
元
茨
木
川
も
重
要
な

輸
送
路
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
と
想
像
さ
れ
る
。
緑
地
は
茨

木
市
田
中
町
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
か
つ
て
は
こ
の
地
か
ら
茨

木
川
は
南
へ
と
流
れ
て
安
威

川
に
注
い
で
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
南
東
に
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
し
て
注
い
で
い
ま
す
。 

緑
地
公
園
化
さ
れ
た
茨
木

川
の
旧
河
道
で
す
が
、
公
園
内

に
は
橋
の
碑
が
あ
り
、
ま
た 

交
差
点
名
に
橋
の
名
前
が
残

っ
て
い
る
な
ど
、
往
時
の
面
影

も
わ
ず
か
な
が
ら
残
っ
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 

Ｓ
・
Ｏ 

 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 

南
茨
木 

 

 
 

銅
鐸
つ
く
り
の
ま
ち
・
さ
く
ら
通
り 

5月度行事予定 
"まちなかに残る貴重な緑の空間：京大農場"  

月  日 ：平成１９年５月１７日（木）  

集合場所 ：阪急高槻市駅 改札出口 １３：００集合 

順  路 ：阪急高槻市駅 →京大農場 本場→安満遺跡 → 

      京大農場 古曽部温室→阪急高槻市駅   

６月度行事予定 
〝四季を味わい、古き都を散策：長岡京市″ 

月  日： 平成１９年６月２１日（木）  
集合場所： 阪急長岡天神駅 改札出口 １３：００集合 
順  路： 阪急長岡天神駅→長岡天満宮→埋蔵文化財センター          
      →寂照院→走田神社→長岡市立図書館→長岡天神駅 

      長岡京市ふるさとガイドの会に案内して頂きます 
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